
出稼ぎ者の就労先における栄養摂取状況

菊地亮也＊富樫美和子＊

秋田県の出稼者は約65,000名といわれており，秋から

春にかけて 6か月問の出稼ぎ者が多い。この半年の食生

活および労働環境などが健康の面で問題とされている。

昭和47• 48年は秋田県湯沢市の出稼ぎ就労先における食

生活と健康との関連を報告l)した。

昭和48• 49年は出稼ぎ者に対する循環器疾患管理方法

の一環として，出稼ぎ就労先の栄養摂取状況などを調査

したので報告する。

I 調査対象および期間

秋田県南秋田郡井川村の出稼ぎ者 !22名中（就業先40

か所）比較的まとまっている会社 5か所， 34名を対象と

したが，協力の得られた会社 3か所と継続的に食事情報

の得られた男17名についての成績である。

出稼ぎ先は東京都板橋区のG建設， 3名 平均年令55

オ。建設業

神奈川県相模原市 T工業 8名 平均年令57才，住

宅骨加工業

神奈川県海老名市 Y工業 6名 平均年令46才，土

木建設業

凋在期問は出稼ぎ中の昭和48年12月20日から昭和49年

4月20日までの 4か月間である。

現地調在は昭和48年12月II日～13日，被凋査者，会社

側，給食担当者と打合せをした。また，給食状況・給食

施設調査・検診も併せて行なった。

:n. 調査内容および方法

A 出稼ぎ就労先の労慟状況

現地調査で現場を見，面接調査を行ない，その後10日

に 1度調査表に記入のうえ，当所に送る郵送法を用い

た。

B 給食状況

現地調査によった。

C 栄養摂取および食生活状況

食事給与量は会社の給食担当者に秤を配布し， 10日毎

1人 1日分の献立名と食品名，原食品数量を記入させて

送る郵送法によった。

食事摂取雇は前記食事給与歴に対する摂取率および補

食の食品名，数置を10日毎，各個人毎郵送させ， 1人 1

日当たりの栄養摂取慨および食品群別摂取最などを計算

により求めた。

II[ 調査結果および考察

A 出稼ぎ就労先の労働状況

労慟内容は表 1iこ示した。厚生省で発表した労作強度

分類2)を主作業の産業労慟のエネルギー代謝率 (RMR

) 3)により分類してみると 3社とも普通の労作が多く，

一部にやや重い労（乍がみられた。出稼ぎ者の主観では農

作業に比べて軽く普通の労働であるとのべている。

表 1 勤務 時間 ・作業内容 昭和48年12月

18:00 r 7:00~17: 00 

10 : 15 I 12 : oo~13: 00 
13: 00 
15: 15 午前，午後の各30分

1 第 1, 第 3日陥

金 日勤： 4,600円／日
夜勤： 5,700円／日 4,700円／ 13

(19: 00~6: 00) 
・・ - -• - - -

作 業 内 容 片付け，測最の手伝い （喜塁；よ尼］：り忍ニ―-—ーー、骨の溶接
i *掘害ll ク資霜嵐 切断

労 作 強 度 1普通の労作 (1.0~I. 9) 普通の労作 （1.0~I. 9) 普通の労作（1.0~1.9) 

（主作業のRMR) I*ややiffい労作（2.0~3.9)rやや重い労作 (2.0~3.9)
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労働時間は土木建設業で現場移動を含めた拘束時問が

10~11時間で，実慟時間は 8~9.5時間であり，夜勤の

場合は定時まで労働することは少ない。鉄骨加工業はエ

場内作業で拘束時間8.5時間，実働時間は約7.5時間であ

り，いずれも残業時間はほとんどなかった。

すいみん時間は 8~10時間で平均8.5時間である。

労働賃金は土木・建設業で日勤4,600~4,700円／日，

夜勤5,700円／日で給食費は個人負担480~500円／日で

あり，鉄骨加工業は 4,000円／日で給食費は会社負担で

ある。 1か月の給食費を除いた粗収入は約100,000~120,

000円／月である。

B 給食状況

給食状況は表2に示した。給食形態はG建設， Y工業

とも仮設飯場給食で， T工業は寮給食，昼は外注の弁当

給食である。

主食は 3社とも米飯で弁当以外は自由摂取である。丼

給食であるが 1食当たり丼 l杯355~450'Iで毎食ほとん

ど一定した摂取星である。

副食のうち汁物は，みそ汁がほとんどで朝夕 2食，自

由摂取である。摂取景は丼 1杯，または汁わん 2杯で

320~400'Iの摂取とほぽ一定している。

つけものも弁当以外自由摂取で，白菜づけでは約60g

/1回であるが，沢庵，福神づけなどの長期づけが多

し‘°

表2 給 食 状 況

昭和 48年 12月

一ー会旦9」
備状況 I

給食形態

給 食 状 況 I朝・昼・タ給食

費 l個人負担 480円／日

休 日 の 給食 1 朝のみで昼，夕は外食

給食施設と喫食場所 1 隣 接

主食 ，容器丼

1食当り給与量 1 355 -g 

容 器丼

1食当り給与董 3209 

•汁は朝と夕の自巾摂取

副，食 の 形 態 ・つけもの自由摂取

・副食だけ盛付け

日の 食 数 1 85x 3回

一項目―

給食設

G 建設

5.3坪
オーブ巧炊飯器，ガス台

飯場

朝

食事時間昼

夕

給 食

汁 物，

0

0

0
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7: 00 

13: 00 

20: 00 

l T 工業

I 1坪
家庭用台所

I 寮

I 朝・タ給食．店弁当

l会社負担

I 朝のみで昼，夕は外食

I同棟

I 丼

I 450'I 

I汁碗

I 平均2杯給与9
400 <; 

・汁は醐と夕の自巾摂取

•つけもの自由摂取

・副食だけ盛付け

I 14X 2回

0

0
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Y 工業

3.8坪
冷蔵庫，炊飯器，ガス台

飯場

朝・タ飯場，昼弁当

6: 00~7:  30 

12: 00~13: 00 

17: 30~20: 00 

個人負担 500円／日

朝のみで昼，夕は外食

隣接

丼

380'! 

丼

370'f 

•汁は朝と夕の自由摂取

•つけもの自由摂取

・開I]食だけ盛付け

85x 3回

* 180円の弁当

献立パターソでは朝米飯，みそ汁，つけものが主で他

に，納豆，または生卵か魚，肉加工品である。夕食は米

飯，みそ汁，つけものと魚・肉類の煮物が廃物，揚物 I

品に野菜のつけ合せが多い。

寮の給食は飯場給食に比べ献立内容がベラエティーに

富み，煮物，揚物，和物の頻度が高い。

本調査に協力出来なかった他社の現地調査では，朝食

ぱ米飯，みそ汁，つけものに塩辛類かのりの佃煮の自巾

摂取，夕食は朝食＋魚のフライなどの既成の加工品 l品

で，とくにおひたしなど野菜が欲しいとの声が多く，下

請の少人員の飯場給食では，とくに問題とされる点が多

かった。
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C 栄養摂取量および食生活状況

l 栄養摂取量

全期間の平均栄養摂取盤は表3に示した・労作強度別

の栄養所要量2)熱最は普通の労作 2,500カロリー，やや

菫い労作3,000カロリーである。 所要最に比べ給与され

た摂取熱最はG建設に不足がみられた，補食を含めた摂

取熱械でも同様であり他の 2社はほぼ充足されている。

たん白質は所要蓋70'IでT工業に不足がみられ，他は充

足されている。脂肪ほ熱量の20％が所要量でありかなり

不足がみられる。カルシウムは 600mgに比べ同様不足し

ている。ビクミンAの所要量2,0001.U.,B,・1~1.4mg,

BA.3~1.5mgに比べいずれも，かなりの不足が目立つ，

ピクミンCは60mgに比べ若干上回っているものの調理の

損失50~60％をみれば不足がみられる。これら栄蓑摂取

量を湯沢市の出稼ぎ者就労先l)に比べると全栄養素とも

低値を示している。計算による食塩摂取量は20~22gで

ある。

表3 栄雖摂取盤 (1人 1日当たり M土 S.D.)

栄養量

麟：虚コたん動たん脂肪動脂糖質カルシリン 鉄 ビタ

(Cal) 見鳥りり） （g) （9） (9) (9)ウ合g) (ng) (mg)I(I知I 髯I

GI贔iI 2'詈。1汀：閲唸：！麟覧：：I噌：；悶誓汀愕Ig•ば
建I贔jI 391 ol 1.91 J.91 2.21 2.2¥ 3.01 661 591 1¥ 661 0.02 

設1合計 2,2411 。¥ 76. 9¥ 31.  31 36.oi 21. 91391.  s¥ 481¥ 1, 101¥ 20. 1¥ 1, 088[ 。 .791

T 給 与 12, 476 65.319.9 43.3 20.6 443.9 348'990 1 1. 81 488 0. 74 
栄養量 l59 9゚.51 ,. 1 12.9 13.9 1 1.5 54I ]03 1.4 402 0.21 

エ1信麟l悶盈11げ闘 汀 言It ~I i7 嘗1 も•:I 舟＼ば悶l
業I合 叶 12,6471 941 72.3¥ 25.81 46.31 23.1¥ 450.61 400¥ 1,0901 13.ol 5231 o.n¥ 

Yi給与 2,582 84.6 36.5 35.3 19. 1 464.9 4541 1, 208 14.2 833 0. 83 
栄養星 192 1゚2. 8 12.0 13. 1 11.7 19.5 叫 126 2. 8 5601 。.211

工1冒麟 6081 1371 9.71 ol 14.31 ol 19. 11 411 141¥ 1.21 ol 0.06 

業I合計 13,1901 4371 94,31 36.51 49.61 19.11484,01 49511,3491 15.41 8331 0,89 | 

下段が S.D.

＊補食は牛乳で飲んだ者，飲んだ月 (1月， 3月）の平均

＊＊酒類，つけもの，魚肉の缶詰が多く殆んど I司最摂取していた

、ン'

ー

'.,1-

―

―

-

「

―

―

―

ノヽ

6

7

0

6

6

5

7

1

3

4

3

2

6

?

g

7

1

1

8

5

2

0

0

6

8

2

0

8

 

B
C
m
-
o
o

Q

Q

5
5

い
い

0

0

5

0

5

ヘ9
)

6

¢

6

8

3

1

8

5

3

塩

9

L

L

9

．

し

L

2

0

0

食

（

2

2

1

2

1

2l
t

「

―

-

「

一

―

ノヽ

7

5

7

7

5

7

5

4

6

5

0

6

g-
7

1

¢

7

6

3

7

7

3

7

 

節

C

(

 

補食からの栄雅摂収量で全熱量の占める比率はG建設

で約 2%,T工業で 7%Y工業で20％である。そのうちア

ルコールからの摂収率はT工業で約 1/2, y工業で 3

/4を占めている。

たん白質ではG建設 3%,T•Y工業で10％を占めてい

る。湯沢市の出稼ぎ者1)に比べ補食率，アルコール熱量

比も低値を示している。

2 栄養比率

全期間中の平均栄錢比率は表4に示した。

3社の補食を除いた栄捉比率はたん白質・脂肪・糖質

カロリー比とも大差ばないが，所要量2)に比べ脂肪カロ

リー比が低く，糖質および穀類カロリー比が高い。

動たん・動脂比はT工業が他に比べ低率を示し，とく

に，動たん比が所要量の40％に比べ低い。

補食を含めた栄養比率ではT工業が動たん比率を高

め， Y工業ではアルコール摂取により各栄養比率を低く

している。
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表4 栄養比率（ 1人 1日当たり）

（補食を含む） ％ 

＼ばな鱈懇竺門界竺動た動脂比門昂竺
会社名 一比比 比 ん比 比

G 建設 I 14| 15| 71| 40.7| 60.8| 68.9 

T工業 12| 16| 68| 35.7| 49.9| 66.6 

Y 工業 l 121 __ 141 6~l 38. 71 38.s¥ 57.2 

（補食を除く）

＼ □I攣鰐？1門厚竺励｝こ動脂：門庄
会社名 一 比 比比 ん比 に

G 建設 I 14 15| 71 39.2| 尋］［応

T 工業 ~71.2
Y 工業 l .141 _ 131. 1_31_~~ 54. 1f 70.8 

3 食品群月IJ摂取量

食品群別摂取景で自由摂取の米飯，みそ汁，つけもの

景は毎日ほぼ一定した砿を習慣的に喫食しており， 1＇j由

摂取以外の副食は給与された量をほとんど摂取してい

る。

補食は酒類，つけもの，魚肉の缶詰などでほぽ同盤を

摂取している。

補食で酒類の摂取している会社と，のまない会社と別

れているのは，飲酒習慣グループ同志と非飲酒者同志が

それぞれ集団化したものと思われる。

食品群別摂取披での月間変動はベラッキがほとんどな

く，動物性食品の魚，肉の食品変動程度である。また，

使用食品数も変化が少なく， T工業の場合では動物性我

品2.5,楯物性では 15.0頻度である。これらは，献立ベ

ターソがほぼ定まっており，繰返し献立が多い結果とい

える。

3社全期間中の平均食品群別摂取羅を表5に示した。

米飯摂取最は 1,065'/~1,305'Iで米換算すると465'I

~570'j (3.3合～4.I合）である。

全般的摂取景の少ない食品群は小麦類，砂糖類，油脂

類，緑黄色野菜，卵類，乳類である。

とくに目立つものは，その他の野菜中約 1/2がつけ

もので占められており，つけものの摂取量が多く野菜の

少ないことと，果実類の給食がないことで食塩の過剰摂

取の面からも問題である。また，魚介類で乾物，魚類加

工品など半調理品が多く，補食以外に乳類の摂取がない

ことである。

各社間でとくに差のみられたものぱ， T工業が油脂

頬，いも類が多く，緑黄色野菜，魚介生物が少ないこと

と， Y工業が小麦類，卵類が多く，緑黄色野菜の少ない

ことである。

表 5 食品群別摂取量 (1人 1日当たりM土S.D.)

f 

こ □IG建設 T 工業 LY工業

米 飯I1,065 | 1,26o | 1,305 

小麦類 I ,j, I 6土 4 I 24土68

いも類 l3土16-| 41土45 | 18土26

砂糖類,j, I 1土 1 I 1土 l

油脂類 I 吐 7 | 15土 58土 9

種実類 1 。 I 。 I *30 

大豆製品I115土75

（みそ） I 65土II

緑黄色野菜 I 42土41

その他の野菜・茸 I233土98

（つけもの） 1 135土76

海草類 5土 6

魚 介（生物） I75土41

II （乾物他)| 30土32

肉類 49土35

卵類I13土21

＊玉

生 乳 66土24

酒頬 0

＊補食のおつまみ頬

l 103土32 ¥ 106土35

I 62土11 I 53土914

I 18土14 I 19土25

252土61 [ 259土68

141土22 I 130土37

ー 廷 6 I 吐 6

41土32 I 86砂 0

41土23 I 55土60

46土31 I 37土46

I 13土22 I 33土37
I 

＊＊ 

188土33 I 。
＊＊ ＊＊ 

205土6l 450 ---

＊＊飲んだ者の 1人 1日当摂取既

食事の実例を表6に示した。

•一→

朝食は米飯，みそ汁，つけものに 1品程度で，昼食は

米飯，つけものに 2品程度，夕食は米飯，みそ汁，つけ

ものに 2品程度で，全体的に野菜不足がみられる。

w まとめ

秋田県南秋田郡井川村の男，出稼ぎ者17名について，

出稼ぎ期間中の昭和48年12月から49年4月までの栄挫謁

資を実施した結果，次のとおりである。

1. 出稼ぎ中の労作強度は普通の労作が多く，実慟時

間は 8~9.5時問で給食費を除いた粗収入 II] 4,000 

~4,200円である。
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表6 食 事 例

昭和 48年 12月の例

ご］ G
 

建 設 T 工 業 y 工 業

I 

飯 丼 l杯 飯 丼 1杯 飯 丼 1杯

みそ汁 丼 1杯 みそ汁 汁碗2杯 みそ汁 丼 1杯

朝 納豆 少々 煮物（竹輪） 1皿 納豆 少々

つけもの （自由） 味付のり 少々 つけもの （自由）

つけもの （自由）

飯 丼 l杯 飯（弁当） 360'I 飯（弁当） 540 9 

煮物鶏レバー 100'1 コロッケ 1個 焼魚 1切

昼 こんに品＜ 線キャペッ 少々 さつま揚
えのき

つけもの 60 <J 昆布佃煮 ” つけもの 2切

つけもの 2切

飯 丼 1杯 飯 丼 l杯 飯 丼 1杯

みそ汁 丼 l杯 みそ汁 汁碗 2杯 吸いもの 丼 1杯

焼魚（あじ） I匹 空揚（芋・肉•野菜） l皿 贔ふ計~} l皿
夕 わらび浸し l皿 つけもの （自由）

，，ヽム 20 9 つけもの （自由）

つけもの （自由）
I I 

間食

補食

牛 乳 の
み

も

ま

ん

け
つ
か

酒

つ

お

み

l合酒

おつまみ類少々

2.5合

2. 栄養摂取量は労作強度別栄養所要燈に比べ，熱

量，たん白質で 1社に不足がみられ，脂肪，カルシ

ウム， ビクミンA• B,• Bdこかなりの不足が目立

った。補食からの栄養摂取は比較的少なかった。

3. 栄養比率では脂肪カロリー比が低く，糖質•穀類

比が高率を示した。

4. 食事バターソほ米飯，みそ汁，つけものが自由摂

取で，これに朝食は 1品程度，昼，夕食は2品程度で

ある。

5. 米飯量は 1日1,065~1,305'/で，多く，小麦類，

砂糖類，油脂類，緑黄色野菜，卵，乳類が少ない。

とくに，その他の野菜の約 1/2がつけもので占

め，野菜の摂取量が少なく，また，果実類の給食が

なく，これらの補食および減塩指導が必要である。
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